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引き続き令和６年度もご協力をお願いいたします。 

学校支援ボランティアの活動を紹介します！ 
学校支援ボランティアとは、地域の方々が自分の持っている知識や技能を学校での教育活動の

支援に役立てるボランティア活動です。学校や児童生徒にとってメリットがあるばかりでなく、

ボランティア活動をする方にとっても新たな発見や感動があったり、自己実現の場となったり、

楽しくすばらしい生涯学習の世界が広がります。（この広報誌は、各学校の協力を得て作成しています。） 
具体的な活動は… 図書の整理・修繕、民話、登下校見守り、昔の遊び、ミシン操作の補助、生花・畑の手入れ、  

和楽器の演奏、水泳指導、登山補助、自習の見守り、調理実習の補助、木工細工など 

益子中学校  
本校では、昨年度、学校運営協議会を立ち上げ、教職員・保護者・ 

地域の連携を密にした行事や学校運営に努めてきました。また、学 

校運営協議会で話した内容をもとに年間計画及び反省を行うことで 

活動の充実を図ることができました。 

１年生の家庭教育学級では、ましこいきいき講座を活用し、笑いヨ 

ガ協会のインストラクターの方に来ていただきました。多くの笑顔の中 

で、生徒同士、保護者同士の距離を縮めることができました。また、 

以前行っていた百目鬼川のボランティアも再開することができ、大変、 

充実した活動を行うことができた１年間になりました。               〈写真：家庭教育学級の様子〉 

令和６年６月１日発行 

七井中学校  
令和５年度の本校のボランティア活動は、主に家庭分野のミシンボ 

ランティア、調理実習の支援ボランティア、図書ボランティア、技術分 

野の木材加工製作での支援ボランティアのご協力をいただきました。 

生徒たちが、安全に作業したり、正しい取り扱い方を覚えたりできる 

ように、授業での支援をいただくことができました。 

図書ボランティアでは、生徒たちがより読書に親しめるようにと図書 

の受け入れの作業や新刊のカバー掛け、季節折々の掲示物作成な 

ど、いろいろな支援をいただきました。どの活動も大変ありがたく、令 

和６年度も継続して活動していただく予定です。地域や保護者のボラ 

ンティアの方からは、中学生とふれあいながら、楽しく活動できたとの 

感想もいただきました。その後、町内で会った時に、あいさつを交わせ 

たこともあるなど、コミュニケーションが広がるきっかけにもなりました。   〈写真：ミシンボランティアの様子〉                         

田野中学校  
田野中学校では、令和５年度に学校運営協議会が立ち上がり、 

今後、ますます地域との連携を強めていくことになります。昨年度は、 

小泉・本沼地区の営農組合の皆様のご協力をいただき、２学年の「ふ 

れあい交流活動」として、サツマイモの苗の植え付けと収穫を行いま 

した。生徒たちは、地域の方々とふれあいながら、サツマイモがどの 

ように栽培されているかを学ぶことができました。また、学区内で大規 

模なサツマイモの栽培が行われ、県外にも出荷されていることを知り、 

地域への関心を高めることができました。                〈写真：サツマイモの苗の植え付けの様子〉 



 

 

学校支援ボランティアに関する情報をお寄せください。学校はボランティアを必要としています。自分の経験を活かして活

動したい方、何かやってみたいけど何ができるかわからない等、お気軽にご相談ください。 

発行元 ： 益子町教育委員会 生涯学習課生涯学習係 ☎７２－３１０１ Mail：syougai@town.mashiko.lg.jp 

益子小学校 
益子小学校では、ここ数年、新型コロナウイルス感染症の 

流行により、学校支援ボランティアの活動の実施を見合わ 

せてきました。 

しかし、令和５年度より、読み聞かせボランティア「かたつ 

むりの会」の方々による移動読書教室や各学年の保護者の 

方による校外学習の引率補助ボランティア、５年生家庭科の 

調理実習補助ボランティアなど、ボランティアの方々による 

活動を再開させております。子どもたちの学びがより充実し 

たものとなるよう、取り組んでいきたいと思います。 

〈写真：５年生家庭科の調理実習補助ボランティア 

による学校支援ボランティアの様子〉 

田野小学校 
新型コロナウイルス感染症の第５類への移行に伴い、今ま 

で中断していたボランティア活動を再開することになり、昨年 

度は多くの保護者の方にボランティアに協力していただくこと 

ができました。 

５年生の家庭科の授業では、家庭科ボランティアを募集し、 

初めての裁縫実習やミシン縫い活動の補助、見守りをしてい 

ただきました。指導する教員も保護者の方に支援を手伝って 

いただくことで、より細やかな指導をすることが可能となり、参 

加された保護者の方々も、児童の活動を間近に見ることがで 

きると喜んでいただき、互いに Win－Win となる関係を築くこ 

とができました。                                  〈写真：家庭科ボランティアの様子 〉 

 

益子西小学校  
本校では、今年度も登下校の見守り、サツマイモの収穫、 

総合的な学習の時間等でボランティアの方々にお世話になり 

ました。サツマイモ栽培では、収穫までの手入れをしていただ 

いたおかげで、大きなサツマイモを掘る体験ができました。総 

合的な学習の時間でも、各学年のテーマに沿った地域の方々 

に依頼して講話をいただきました。 

 また、新型コロナウイルスのために実施を見送っていた夏 

休みのワークショップやかたつむりの会による読み聞かせを、 

今年度は再開することができました。 

〈写真：夏休みのワークショップ「ジュニアリズム体操」〉 

七井小学校 
                    本校では、６月、１０月にふれあい除草を計画しています。こ 

の活動は児童の祖父母に呼びかけ、来校していただいた方と 

楽しくふれあいながら除草作業を行うものです。また、１、２年 

生の生活科の地域探検学習では、児童の保護者がボランティ 

アとして支援してくれています。交通事故防止等のために一緒 

に地域を歩いて回ってくれるので、児童は安心して探検学習に 

取り組むことができます。その他、飼育、図書、読み聞かせな

ど、数多くのボランティア活動に支えられているおかげで、七井

小学校の子供たちは、充実した環境の中で学習を行うことがで

きています。  

〈写真：ふれあい除草の様子〉 
 

 

 

 

 

 


